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 本日ここに、平成２４年９月横芝光町議会定例会をお願い申し上げ

ましたところ、議員各位には時節柄ご多忙の折にもかかわらず、ご参

集いただき誠にありがとうございます。また、平素より、町の各種事

業の推進にあたり、格別なるご高配とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。  

 さて、７月２７日から１７日間に渡って開催されました第３０回夏

季 オ リ ン ピ ッ ク ・ ロ ン ド ン 大 会 に お い て 、 日 本 選 手 団 は 金 メ ダ ル 7

個を獲得しました。金メダルは目標とした「 15 個」には届かなかっ

たものの、メダル総数は２００４年アテネ大会を上回る史上最多の３

８個に達しました。  

今大会は、団体種目での活躍が非常に顕著であったように思われま

す。深夜の時間帯の競技が多く、私も眠い目を擦りながら応援いたし

ましたが、競技後のインタビューで、「チームの仲間や日本の皆さん

の応援に支えられ頑張れた」とコメントされていた選手が多かったこ

とが心に残っております。  

選手の皆さんと国民との一体感、「絆」を大変強く感じさせられた

大会であったように思います。  

一方、先月１０日、消費税増税法が参議院本会議で、民主、自民、

公明３党などの賛成多数で可決、成立し、現行５％の消費税率は、２

０１４年４月に８％、１５年１０月に１０％へと２段階で引き上げら

れることとなりました。同時に、一体改革として社会保障改革関連法

も成立し、幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定こども園」の拡充

などで、これまで高齢世代に偏りがちであった社会保障給付を子育て
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世代にも拡充することとなりました。  

しかしながら、消費税の増税により年間１兆円規模で膨らむ社会保

障関係費を賄う必要性は理解できるものの、歳出の削減と国会議員の

身を切る努力が国民の見える形で行われることが無くして、国民の理

解が得られるものではないと思われます。  

特に、消費税増税による価格転嫁を行うことが難しい中小企業や個

人事業主の皆さんにとっては、死活問題であり、価格転嫁対策につい

て必要な法制上の措置を、早期に具体的かつ明確にするとともに、税

の使途を明確にして、国民に説明することが必要ではないかと考えて

おります。  

本年度の予算執行に必要な特例公債法案も、与野党の駆け引きの中

で成立の目途がたたず、このままでは、早ければ１０月末にも、国の

財源が枯渇すると予想されることから、歳出抑制のため、地方自治体

の重要な財源である地方交付税の９月期分の配分が延期されました。 

日銀が公開市場操作を行い、約１兆９千億円を銀行に貸し出し、地

方銀行などの資金繰りが混乱することを回避したものの、総額４兆１

０００億円にのぼる９月期分の地方交付税が、いつ配分されるかは、

自主財源に乏しい地方自治体にとって大変重要な問題であります。  

当町においては、当面資金繰りに問題はございませんが、長期にわ

たり配分が延期された場合、一時借入等の対策も必要になってまいり

ますので、一刻も早い特例公債法案の成立が、待たれるところでござ

います。  

このような状況の中、与野党とも総裁選挙や代表選挙に終始してお
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り、なお政治の混迷は続くものと思われますが、国の状況に注視する

とともに、平成２３年度の実績及び平成２４年度の執行状況を踏まえ、

堅実かつ積極的に力強いまちづくりを進めてまいる所存であります。 

９月に入りましてもまだまだ暑い日が続いております。議員各位に

は、体調管理に十分ご留意くださるようお願い申し上げます。  

 

それでは、議会９月定例会に当たりまして、平成２３年度の各会計

の決算状況及び町政の状況等諸般の報告を申し上げます。  

はじめに、平成２３年度における各会計の決算について、ご報告申

し上げます。  

 

【一般会計】  

一般会計についてでありますが、決算規模は、歳入総額が１１２億

５，３２４万５千円、歳出総額が１０８億１，０２７万６千円で、翌

年度へ繰越しすべき財源３，６５０万７千円を除いた実質収支額は、

４億６４６万２千円となりました。  

なお、この繰越金を財源として、本議会に２億１，０００万円の財

政 調 整 基 金 の 積 み 立 て を す べ く 補 正 予 算 案 を 提 出 さ せ て い た だ き ま

したので、よろしくお願い申し上げます。  

一般会計における主な基金保有額の状況は、財政調整基金が１９億

２，７２１万円５千円、学校施設等整備基金が４億１３７万２千円、

地域振興基金が４億６０万円１千円などで、総額３３億８，９８８万

７千円となっております。  
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一方、地方債残高につきましては、２３年度において合併特例債６

億６，３１０万円、臨時財政対策債５億円のほか、総額で１３億６，

３２０万円の借り入れをした結果、年度末残高は１０８億２，９６８

万６千円となりました。  

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく各指標に

つきましては、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は共に該当せず、

実質公債費比率は１０．３パーセント、将来負担比率は４８．８パー

セントとなり、いずれも政令で定められている早期健全化基準を下回

っている状況にあります。  

決算の詳細につきましては、本議会において改めてご報告申し上げ

ますが、今後も健全で安定した財政運営にあたる所存でございますの

で、議会のご理解とご協力をお願い申し上げます。  

 

【国民健康保険特別会計】  

続いて、国民健康保険特別会計についてでありますが、歳入総額が

３６億６００万３千円、歳出総額は３３億５，６７２万６千円となり、

形式収支では２億４，９２７万７千円の黒字となるものの、前年度繰

越金や基金繰入金を差し引いた実質単年度収支では、依然として赤字

が続いております。  

歳入においては、長引く景気低迷による所得の落込み等により、現

年分の国保税収が前年度に比べ、２，０１２万３千円の減収となりま

した。  

また、財政調整基金については、７，０００万円の取崩しを行った



5 
 

結果、平成２３年度末の基金保有額は５ ,１５４万円となりました。  

一方、歳出の約３分の２を占める保険給付費の総額は２１億６，５

３６万２千円で、前年度と比較して、率で０．５パーセントとわずか

ではありますが減少となりました。しかしながら、国保被保険者の受

診機会の増加、医療の高度化・長期化等の要因により、近年の動向と

して国保医療費は年々増加しており、今後もこの傾向は続くものと予

測されます。  

また、後期高齢者支援金が、歳出の１３ .４パーセントに当たる４

億４ ,９７８万６千円となるなど、高齢者の医療費の伸びに伴い、今

後更なる支出の増加が、懸念されるところでございます。  

国保を取り巻く財政状況は、年々厳しさを増しており、国保税の減

収や保険給付費の増加傾向が今後さらに続いた場合、国保の財政運営

は、相当困難な状況に陥る可能性もあります。このため、平成２４年

度におきましても、積極的に財源の確保に努め、医療費の動向を的確

に把握しながら、医療費抑制対策を着実に推進させる一方、県単位の

広 域 的 な 国 保 財 政 運 営 を は じ め と し た 財 政 安 定 方 策 を 検 討 し て ま い

る所存でございます。  

 

【後期高齢者医療特別会計】  

続いて、後期高齢者医療特別会計についてでありますが、歳入総額

は２億１ ,２９８万３千円、歳出総額は２億１，０８３万円で、収支

差引は２１５万３千円の黒字となりました。  

歳入のうち、後期高齢者医療保険料については、低所得者層への軽
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減措置や、保険料の激変緩和策を前年度に引き続き講じた結果、現年

分の収納率が、年金天引きによる特別徴収で１００パーセント、口座

振替や窓口納付による普通徴収で９８ .９パーセントと、合計１億３，

７３０万５千円の収入となりました。  

このほか、一般会計からの繰入金が、事務費繰入金と保険料軽減分

の公費補てんである保険基盤安定繰入金の合計で６ ,７８３万１千円

となりました。  

一方、歳出の９３．８パーセントを占める広域連合納付金は、１億

９ ,７７１万４千円となりました。  

平成２３年度の後期高齢者に係る医療費は、前年度に比べ 1 億円近

く増加しており、この傾向は今後も続くものと予測されます。  

このため、町としては、広域連合をはじめ関係部局と連携をとりな

がら、今後も高齢者の健康づくり事業を引続き積極的に推進し、医療

費の抑制につなげて参りたいと考えております。  

 

【介護保険特別会計】  

続いて、介護保険特別会計についてでありますが、平成２３年度介

護保険特別会計は、歳入総額１７億８，８８９万７千円、歳出総額は

１７億３，８５５万４千円となり、形式収支では、５，０３４万３千

円の黒字となりましたが、保険給付費に対する国、県、社会保険診療

報酬支払基金及び一般会計からの義務的負担金が、実績額に対し１，

１４０万１千円、地域支援事業の予防分、包括・任意事業分に対する

国、県、社会保険診療報酬支払基金からの交付金も５３９万２千円が、
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また、一般会計からの介護事業費、職員給与費、事務費等に対する繰

出金の４７０万９千円が、それぞれ実績額を上回って交付されたこと

から、平成２４年度において返還することとなりました。  

つきましては、本議会に精算に伴う補正予算案を提案させて頂いて

おりますので、よろしくお願い申し上げます。  

歳入では、自主財源である介護保険料が、額で前年度比３５４万９

千円、率で１．４パーセントの増となりました。  

歳出の９２．６パーセントを占める保険給付費は、前年度決算と比

較すると額で１億３３０万４千円、率で６．９パーセントの増となり

ました。  

主な要因としては、施設サービス利用者の増加、居宅介護における

個々の介護サービス利用の拡大が影響しているものであります。  

平成２４年８月１日現在で、６５歳以上の高齢者数は７，３７６人、

介護認定者数は、１，０６９人、構成比で１４．５パーセントとなり

ました。  

その内、居宅介護サービス利用者は５８２人、施設入所者数は２５

０人となっております。  

また、今年度、新たに新増設された町内の特別養護老人ホーム２施

設及び既存施設を合せた３施設の直近の入居状況でありますが、定員

２４４人に対し、１７９人で町内入居者は１１４人となっております。 

新設された東和福祉会三愛は８月に開所したため、入居者数はこれ

から増加するものと思われます。  
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【農業集落排水事業特別会計】  

続いて、農業集落排水事業特別会計についてでありますが、歳入総

額が５，３６０万円、歳出総額は５，１８９万円となり、実質収支額

は１７１万円の繰り越しとなりました。  

平成２３年度の歳入の主な項目については、施設使用料と一般会計

からの繰入金であります。  

また、歳出の主な項目については、維持管理費と起債償還金であり、

維持管理費は施設使用料で賄えている状況にあります。  

今後も、引き続き維持管理の軽減と宅内工事の推進について、普及

啓蒙を図り、利用率の向上に努めたいと考えております。  

 

【東陽食肉センター特別会計】  

続いて、東陽食肉センター特別会計についてでありますが、歳入総

額が２億７，７１２万９千円、歳出総額が２億１５７万５千円で、実

質収支額は、７，５５５万４千円の黒字となりましたが、前年度から

の繰越金等を差し引いた実質単年度収支では、２ ,９３３万７千円の

黒字となりました。  

と畜頭数は、牛が４，０５３頭で前年度と比較して３６頭減少した

ものの、豚が１６万９，８６３頭で前年度と比較して３，４１３頭増

加したことから、事業収入が増収となりました。  

歳出では、平成２３年度は大規模な修繕もなく、１，０００万円を

積立てることができました。  

今後も、独立採算制を堅持し、長期に亘り安定したセンター経営に
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努めて参りたいと考えております。  

 

【東陽病院】  

最後に、東陽病院の運営状況についてでありますが、まず、病院運

営に係る収益的収入は１１億５，９９５万円で前年度と比較して２，

３７１万円の減、収益的支出は１１億４，３６９万円で前年度と比較

して２，０７９万円の減であり、一般会計から追加繰り入れを行った

ことから、収支差し引きでは１，６２６万円の黒字となりました。  

資本的収入は４億１，５３４万円で、空調給湯設備改修工事や医療

機器購入等を主とした資本的支出は、４億９，４８２万円となり、収

支差し引きで不足する７，９４８万円は、過年度分損益勘定留保資金

等で補填することといたしました。  

次に、患者数でありますが、入院の延べ患者数は２万８０８人で、

前年度と比較して１，０９２人減少いたしました。内訳といたしまし

ては、一般病床で２０７人増の１万１００人、療養病床で１，２９９

人減の１万７０８人となりました。  

また、外来患者延べ人数は４万１４６人で前年度と比較して１，８

７２人の減となりました。  

いずれにいたしましても、病院運営については、東陽病院基本理念

に基づき健全運営に努めるとともに、より良い病院運営が出来るよう

東陽病院運営検討委員会をはじめ、多くの方々のご意見を伺いながら、

改善を進めてまいりたいと考えておりますので、議員各位にはご理解

とご支援のほどよろしくお願い申し上げます。  
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続きまして、各種事業の進捗状況等についてご報告申し上げます。 

 

【環境防災課】  

 初めに、環境防災課関係についてでありますが、東日本大震災によ

る東北地方の震災がれきにつきましては、匝瑳市ほか二町環境衛生組

合及び山武郡市環境衛生組合ともに、受入れについて地元説明会を開

催し、受入れの準備を進めてまいりましたが、平成２４年６月２９日

付けで、国から千葉県に対し、広域処理の見通しが得られたとの通知

があったことから、千葉県の方針として「当面、岩手県及び宮城県の

災害廃棄物の受入協力の検討を見合わせる」こととなりました。  

この方針を受け、両環境衛生組合ともに千葉県の方針に準じて、「当

面、岩手県及び宮城県の災害廃棄物の受入協力の検討を見合わせる」

ことを決定しました。  

防災関係事業についてでありますが、今月２日の日曜日に、大雨洪

水警報発令中、千葉県東方沖を震源地とする大型地震が発生し、大津

波警報が発令されたという想定で、陸上自衛隊第一空挺団後方支援隊

をはじめ、消防組合、山武警察署、八匝水道企業団、町消防団の協力

の下、町全域を対象とした避難誘導訓練を実施いたしました。  

特に、海岸地域では、東日本大震災の津波の経験をもとに、今年度

も 白 浜 小 学 校 及 び 上 堺 小 学 校 の 校 舎 屋 上 へ の 避 難 誘 導 を 実 施 い た し

ました。  

また、小学校の体育館と教室を使用し、東日本大震災で当町の海岸

部へ襲来した「津波映像」を上映した他、情報伝達訓練、初期消火訓
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練、行政総務員のご協力を頂いて実施した災害時要援護者安否確認訓

練等に、総勢２，８８０人の参加をいただきました。早朝から参加し

ていただきました町民の皆様をはじめ、ご協力を頂きました関係機関

の皆様に厚くお礼申し上げます。  

また、６月議会でご提案をいただきました「海岸からの距離標示看

板」の設置の件ですございますが、距離標示のシールを作成し、海抜

標示看板を設置した東電柱の内から８０か所を選定して、８月中に貼

り付けを終了いたしました。  

その他、６月１９日に国土交通省関東地方整備局長と「災害時の情

報交換に関する協定」を、８月１０日に山武郡市６市町で「災害時に

おける千葉県山武郡市の相互応援に関する協定書」を、８月２１日に

横芝光町建設業災害対策協力会と「地震・風水害・その他災害応急対

策に関する業務基本協定」を、それぞれ締結しました。  

 

【産業振興課】  

続いて、産業振興課関係についてでありますが、千葉県における大

豆の奨励品種（サチユタカ・フクユタカ）の種子大豆生産が、君津地

域１カ所のみとなっていたことから、優良種子大豆の安定供給を図る

ため、篠本新井地区の「農事組合法人アグリささもと」が千葉県知事

から「指定種子生産ほ場」の指定を受け、平成２４年産種子大豆を１

ｈａ作付することとなりました。  

現在のところ、天候にも恵まれ大豆の生育も順調に推移しておりま

すので、秋の収穫量に期待をしているところでございます。  
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また、５年後には面積で２ｈａ、生産目標数量で３，０００ｋｇを

めざす予定と伺っております。  

次に、観光事業についてでありますが、７月１４日から８月１９日

までの３７日間、屋形海水浴場を開設いたしました。天候にも恵まれ

７ ,８９０人のお客様が訪れ、昨年と比較して約３４％増の入込数と

なりました。開設期間中は、交通安全協会や防犯協会の皆様のご協力

とライフセーバーによる適切な監視業務により事故もなく、無事終了

することができました。ご尽力頂いた皆様に厚くお礼申し上げます。 

また、今年３月に整備が完了した屋形海岸駐車場は、７月から９月

ま で の 海 水 浴 場 開 設 期 間 を 中 心 に ５ ３ 日 間 を 有 料 期 間 と い た し ま し

た。  

８月末までの駐車台数は、二輪車も含め１，５３４台となっておりま

す。  

なお、駐車場料金の徴収並びに清掃等を委託したＮＰＯ法人により、

常に駐車場内を監視していることから、現在までのところ、車上荒ら

し等の被害も発生していないとの報告を受けております。  

一方、木戸浜海岸は、波打ち際から急に深くなっている状態が改善

されていないことから、海水浴場として適さないため、残念でありま

すが、今年も開設することができませんでした。  

観光協会では、町観光事業が活性化するよう、重要な課題を検討し

ていくための専門部会を、立ち上げたと伺っております。  

現在は、パークゴルフ場や道の駅等観光事業の拠点となる施設の検

討をされているということでございますので、その成果にご期待申し
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上げております。  

 

【福祉課】  

福祉課関係事業についてでありますが、今月２３日に横芝中学校を

会場として、敬老会を開催いたします。  

昨 年 に も 増 し て 多 く の 方 々 に ご 参 加 い た だ き た い と 考 え て お り ま

すので、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

また、７５歳以上の方々約４，２００人を対象に、敬老祝い品のタ

オルを、職員により配布しているところであり、出来る限りご本人に

手渡しするようにしておりますが、ご本人が不在でご家族に記念品を

お渡しするときは、安否確認を心掛けるよう職員に指示しております

ので、ご理解ご協力をお願い申し上げます。  

なお、敬老の日までには配布を完了する予定でございます。  

障害福祉につきましては、障害者虐待防止法が、本年１０月１日か

ら施行されることから、障害者虐待防止センターを役場福祉課内に設

置し、障害者虐待の未然防止や早期発見と迅速な対応、また、その後

の適切な支援を行うため、地域における関係機関等の協力体制整備や

支援体制の強化を図ってまいりたいと考えております。  

 

【健康管理課】  

続いて、健康管理課関係でありますが、子ども医療費助成事業につ

きましては、県の助成要綱が改正され、現在、小学３年生までの対象

者が、１２月１日から入院のみ中学３年生まで拡大されることになり
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ました。  

当町においては、中学３年生までの医療費はすべて無料となってお

りますが、小学３年生までは健康管理課で受給券の発行により、現物

給付で助成し、小学４年生から中学３年生までは、町単独事業として

福祉課において、償還払いで助成しております。しかし、申請方法や

助成方法が異なり、わかりづらいことから、これを機に、子ども医療

費助成事業として一元化し、わかりやすくすると共に、保護者の負担

軽減を図るため、現物給付により実施すべく調整しております。  

次に、乳幼児に接種しているポリオワクチンでありますが、新たに、

不活化のポリオワクチンが薬事承認され、今月１日から定期接種に位

置付けられたこと、また、１１月からは「ジフテリア・百日せき・破

傷風及び不活化ポリオ」の４種混合ワクチンが導入される予定である

ことから、接種方法等に大きな変更が生じるため、いままで実施して

おりました「集団接種」を、医療機関に委託して実施する「個別接種」

に移行することといたしました。  

これら事業の変更に伴いまして、所要の補正予算を本議会に提案さ

せていただきましたので、よろしくお願い申し上げます。  

 

【教育課】  

続いて、教育課関係事業についてでありますが、７月１４日から始

まりました山武郡市中学校総合体育大会におきまして、横芝中学校・

光中学校ともに生徒たちは素晴らしい成績を収めました。  

なかでも、横芝中学校のソフトテニス部は、男女団体そして個人戦
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で県大会を勝ち抜き 8 月 6 日から神奈川県小田原市で開催された関東

大会出場を果たすとともに、男子個人戦につきましては、８月１７日

から山梨県で開催されました全国大会へ出場し、大健闘いたしました。 

生徒達の成績につきましては、今月の広報でお知らせしております

が、熱心に指導に当たっていただいた先生方、そして生徒を支えた保

護者の皆さんの労苦に対しては、ここで改めて敬意を表するものでご

ざいます。  

 

【社会文化課】  

次に、社会文化課関係についてでありますが、６月２４日から８月

１９日までの８週間にわたり、第６３回山武郡市民体育大会が開催さ

れ、野球の部の優勝をはじめ、グラウンドゴルフ・ソフトテニス（女

子）・陸上（男女）で準優勝した他、ソフトボール（女子）・バスケッ

トボール（男子）・卓球（男子）・相撲・剣道・クレー射撃など数多く

の種目で３位に入り、総合成績で第３位という素晴らしい結果を収め

られました。  

選手をはじめ、大会運営にあたっていただいた体育協会役員、スポー

ツ推進委員の皆様に深く敬意と感謝の意を表する次第でございます。 

 

【食肉センター】  

最後に、東陽食肉センター関係事業についてでありますが、昨年は

東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に 端 を 発 し た 牛 肉 の 放 射 能 汚

染問題による風評被害も重なり、生産農家は勿論のこと業界全体が厳
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しい環境に転じてしまいました。  

食肉センターでは、肉牛について昨年に引き続き、放射性物質の自

主検査を継続して実施し、安心で安全な牛肉の流通を確保してまいり

ました。  

今年度は、と畜頭数も順調に推移し、７月末現在のと畜頭数は、前

年同期と比べ、豚が２，６０１頭、牛が１２２頭、それぞれ増加して

おります。  

また、本年も節電対策の一環として、６月２５日から今月２１日ま

で 就 業 時 間 を 午 前 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ４ 時 １ ５ 分 ま で と す る サ マ ー

タイムを導入し、電力需要量の集中する時間帯の使用量の軽減や節電

に努めております。  

しかしながら、東京電力の電気料金値上げによる影響で、年間７０

０万円以上の負担増が見込まれております。  

センター利用関係者の皆様には、早朝の作業にご協力をいただき厚

くお礼申し上げますとともに、より一層の節電、節水にご協力をいた

だけますよう、お願い申し上げます。  

 


